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１．研究の背景 

近年エネルギーハーベスティング技術が盛んに用いられるようになってきた。エネルギーハ

ーベスティングとしては，ソーラー，振動，温度差発電などが用いられているが，発電エネ

ルギーが微弱であるため，一般には発生エネルギーをキャパシタに蓄電して用いられること

が一般的である。その際，整流器や DC/DCコンバータを用いて蓄電する場合，十分なドライ

ブ電源が得られない場合や，素子自体の発電ポテンシャルを正確に比較評価できない場合が

ある。そこで，本研究に於いてはエネルギーハーベスターからの発電を直接キャパシタに接

続して蓄電電圧を測定することで，蓄電効率を定義し，エネルギーハーベスターそのものの

発電能力を評価する手法について検討を行った。 

２．振動発電におけるエネルギーチャージポテンシャル見積もり 

バイモルフの振動子を製作し[1]その駆動ユニットを用いて発電振動床を作成してきた[2]， 

人の歩行エネルギーを受けてバイモルフ振動子の発電エネルギーを直接キャパシタに蓄電し

その蓄電エネルギーから平均の蓄電パワーを測定した。他方，振動ステップのエネルギーか

らバイモルフ振動子を経て得られる発電エネルギーはその時の振動子の支持条件や歩行条件

によって変わってくるので，エネルギーソースとしてどれだけの発電ポテンシャルがあるの

かを評価することが困難であった。そこで圧電素子の I-V 特性の線形性を用いて，蓄電開始

時の蓄電電圧と最終的な蓄電電圧までの電力を積分することで，キャパシタへの蓄電効率を

求めた。約３０秒間の歩行実験を行い，470μF のキャパシタに平均 56μW の電力を蓄電し

た。この際の蓄電効率は上述の積分を行い，12.5%程度と見積もる事が出来た。バイモルフ圧

電振動素子としては結果的に 450μW 程度の発電能力がある事が明らかになった。後にダイ

レクトにバイモルフ圧電振動子の解放端電圧と短絡電流を測定しその積はこの値に一致して

おり，発電能力を見積もる事が可能となることが証明された。本方式により，キャパシタの

逐次蓄電電圧を測定する事で，ハーベスターの発電能力の推定が可能となった。 
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